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第３回佐井村総合計画専門委員会より

１０月４囗（水）、アルザスの２階会議室で「第３回佐井村総合計画専門委員会」が行われました。今回は

第２回目の委員会で各部会ごとに出された、佐井村の「良いところ（光）」と「悪いところ（影）」につい

て今後どうしたら良いのか意見を出し合い、これを整理して各部会の代表者から発表がありました。

その結果は次のとおりです。

第 １部 会 （基 盤 整 備 ・産 業 ）

《行政》

○意識改革をし

よう！

○村民の意見が

反映されてい

る実感がほし

い

○みんなで勉強

しあおう

・行政連絡員を通して要望を受け

付ける。

↓

広報などで公表する。

↓

村民に広く伝わる。

（ポストなどを設けて要望・質

問を受け付けても良い）

・議員、職員、行政に携わる人を

対象に勉強会を開く。

（時には講師を呼んでも良い）

・村民もボランティアでイベント

に参加しているので、職員 もボ

ランティアで多数イベントに参

加、協力する心構えが必要。

・村民の意見が反映されていると

いう実感があれば、意織も前向

きになると思う。

不満が茶飲み話の場で様々に

飛び交い、真相のほどは不明と

いう悪循環、選挙になるとそれ

が一層強まる。

・議員一人一人が村民と対話を持

つことが大事。

・議員の数を減らして、そのお金

を事業に使う。

・若者の働く場をつくる。

（老人福祉施設など）

↓

資格取得などに行政が支援する。

・働く場が増えると

→収入が増え、商業 も繁栄す

る。

→人口 も増え、元気な若者に

は嫁が来る。

《漁業・農業》

○基盤産業の充

実を図る

・少しでも収入になる事業を取り

入れる。

養殖、ハウス事業など（若者が

参入できる事業）

・高齢者も参加できる漁業・農業。

・魅力あるものがあれば若い人も

参加してくれるのでは。

→楽しい、高収入

・漁民一人一人がもっと交流会な

どを開いて勉強していかなけれ

ばならない。

（たとえば養殖事業など）

《商業》 ・商工会独自のわかりやすいィベ

ント

（アルザスを利用）→ＰＲ不足

・商工会、商店など共同のキヤン

ペーンや合同の売り出しなどを

どんどん企画し、他町村からも

人が来るようにしては？（ィベ

ント可）

・結婚式は多くの金が村外へ流れ

るので

→各商店が企画を組み、結婚

式などは村で行うようにし

てみては？

（酒、仕出し、引き出物！）《経済》

○経済は命。

村の活性化は

経済から

・恵まれた観光資源を活かし、

産業と観光の両立を図る。

・山海の幸と美しい自然をもっと

アピールする。

・体験型の観光ツアーを取り入れ

る。

例）××漁体験ツアー、

山菜採りツアーなど

・より質の高い特産物をつくる。

・ＣＭ、ポスター、ハガキなどを

活用した村のＰＲ活動を官民協

力しあって行う。

《観光》 ・恵まれた観光資源を活かしたツ

アー、グリーンツーリズム等の

活動を展開して欲しい。

・福浦の歌舞伎をもっと観光に活

かして欲しい。

キャラバン隊を作り他の地域の歌

舞伎と交流を図ってもらいたい。

・中心部の道路整備、案内板の増設

《特産品》

○佐井村ならで

はの特産品開

発！

・漁業

→大畑のイカ、脇野沢のタラ

のように養殖をしたりして、

佐井の名物を作り上げる。



○伝統芸能にパ

ワーを

・福浦の歌舞伎を佐井全体に継承

することを考える。

・全くのボランティアではなく収

人につながれば後継者も増える。

（前向きになる）

○施設の集約・

充実

・現在の施設はそのままで一箇所

に集約。

（これからの公園などの事業を

一箇所に決めて集約していく

→利用率が上がる）

・温泉加わいたらホテル誘致がで

きる。

・都会の人にやすらぎの分譲住宅

を斡旋しては→人口も増え、税

金も増える。

《嫁対策》 一行政側かあちこちに聞いて何回

か集団見合いの場を設ける。

・佐井村の新発見をするため、県

内外の女性の方にモニターになっ

てもらい、佐井の良いところを

探してもらう企画。 または、交

流事業をもっと推進しては。

まずは何かを始めてみよう。

○交通の便が良

ければ人が来

る

・トンネルを掘る事業を進めて欲

しい！

第２部会（健康 一福祉）

○アルザスの周

りをもっと良

くしよう！

・ゴミ処理の悪いところにはゴミ

箱の設置。

・公園にはゴミ箱を設置し毎日チ

エック。

・アルザス周辺ゴミなど。

→ボランティア団体に働きか

けて掃除をしてもらう。

・アルザスの施設整備

→老人や身体障害者の方々が

２階へ行くエレベーターを

要望。

・案内図、看板は必要。

・歩道の確保、道路整備。

・老人福祉

一部の人の楽しみにとどめず全

部のお年寄りがグループ化され

るようにできたら。

例）上いじりの好きな大

手仕事の好きな大

・老人の保育所。

・今ある施設を整備して利用。

・ボランティア活動

友人単位のグループをたくさ

んつくるように組織化し力を

入れる。

・業種の担い手ができればよい。

例）大工、パーマなど

・ヘルパー増員のために予算の見

直し。

・ヘルパーを増やす。

・デイサービスの内容を増やす。

・デイサービスについて

一週に行う回数を増やし多 く

の大に利用してもらう

○アイディア次

第で仕事はあ

るよ！

・仕事や場所は自分かちで作り出

していこう。

例）手作りフート、さきおり

・個人ではなく村で観光客をもて

なす店など。

・地場産の海産物を良く知り、もっ

とアピールしよう。

○使えるものは

何でも使おう！

（人・物・頭）

・学校給食をたまにはやって

食生活改善グループに実践、

デモンストレーションを兼ね
て

→現在やっているのでそれを

利用

・調理、配達の仕事。

・学校の空き教室を何とか利用

できないか？

（老人、子どもの利用施設に）

○みんなで長生

きしよう！

・活用されていない用具、器具を

もっと村民にアピール。

・老人、子どもの利用できる用具、

器具などを一般に知ってもらい

活用させる。

・スポーツ用具を活用するイペン

トを開く。

・村の体操など、各種イベント、

その他あらゆるチャンスに発表

をする。

・色々な健康法の紹介。

○この村に生ま

れて、生きて

よかった

・老人の施設

今、盛 んになりつつある４～

５名収容の施設を町内のあちこ

ちに作れたら。



・子ども会、ボランティア老人ク

ラブでスポーツ大会など

○悩みは一つ、

病院のみ！

・大きい病院まで無料バスを出す。

（週１、２回でも）

・産婦人科、小児科 の先生に週

匸 ２回きてもらう。

・産婦人科などの病院が村内にな

いため、その分、その地域までの

道路などを整備。

・予防注射などはアルザスや診療

所でも。

・血圧を測るためだけの人はあす

なろで。

一一

ターゲット バードゴルフ

ペ タンク

カーリ ング

ダーツ 他

Ｏ Ｗｅ１ｃｏｍｅｔｏ

Ｍｙｖ囗１ａｇｅ

・田舎の生活はある程度オープン

にした方が楽しい。

・リタイア組大歓迎。

・２人以上の出産に対して補助金

を出す。

第３部会（教育 一文化）

自然・祭り伝統

芸能を通して心

のこもつた教育

を

○自然

・これ以上自然が破壊しないよう

に、工事中も景観等のことも考

慮する。

・海岸の掃除をもっとしよう。

・ゴミ捨て禁止を強化しよう。

・釣りのポイントや釣り情報を観

光マップにも反映させる。

・村内の自然に触れるような学校

行事（遠足等）を考慮しよう。

（最近は天候によって左右さ

れるのを避けるためか、心

つ市の施設見学等が多い。）

・海をつぶしたら、その代わりに

他に海水浴ができる煬をつくっ

てほしい。

・ウイングのプールを使用するの

に月に２～３回程度バスを運行

させてはどうか。

・毎週中学校の体育館で様々なス

ポーツの練習が行われているが、

他の地域に比べると練習に力が

入っていないように見受けられ

るためもう少し力を人れてほし

し稲

・公園の遊具が老朽化している。

使えない遊具をそのまま放置せ

ず、処理したり新しく設置して

ほしい。

・図書館の建設を含め、コンピュー

ターを体験できる専門施設をつ

くる。

・テニスコートの有効利用を図る。

（ＰＲ・テニス教室・テニス大会）

・アルザスは観光客のためのもの

だけではなく、子供達にも使わ

せてほしい。

・学校の空教室を利用して図書館

や公民館的な機能を持つように

開放する方法を考慮してほしい。

○施設 ・学校以外に友人同士で学習でき

る場があればいい。

・図書館、プール等の整備によっ

て、もっと幅広い教育を考えて

ほしい。

・老人が集まりやすい施設があれ

ばよい。

・各施設や集会施設の使用マニュ

アルを作成した方がいい。

（例：空 き缶やゴミの処理の仕

方等）

・子供達がのびのび自然の中で成

長している佐井村で、より安全

な遊び場や公園の整備は必要。

・むつ市の金谷公園のような、自

転車や遊具で遊べるような公園

がほしい。

・冬場のスポーツとしてせめてス

キーやスケートを体験させてあ

げたい。

○活動 ・子供の心の教育として、大人が

ボランティア活動を多くし、子

供に見せると良い。

・各学校の生徒が少ないので、１

つの学校の生徒を増やすとよい。

・佐井村の小・中学生がもっと一

緒に勉強やスポーツなどの学習

をする機会があるといい。

・後継者教育のために若い人を主

要なポストに付かせたらいいの

ではないか。

・ナイタースポーツだけではなく、

主婦向けに昼間にもスポーツ教

室をやってみたらどうか。



・子供のいない家庭でも運動会、

学芸会等の参加を呼びかけよう。

・まずは「あいさつ」とか基本的

なことを心がけよう。

・村の子供達の成長や教育は村ぐ

るみで行う。

○交通・マナー ・通学路のためにもバイパスは早

期に実現させてほしい。

・歩道がほしい。

・村内にある案内板の整備をして

ほしい。

（現在は、手書きで消えかかっ

ているものや、取り外されて

しまったものが多い）

・お年寄りの歩き方やバイクの乗

り方については特別に指導すべ

きである。

・ドライバーや歩行者のマナーが

悪いため、安全な道路をつくっ

たほうがいい。

○村の芸能 ・歌舞伎の参加を他の地域にも呼

びかける。

・牛滝の「おこもり」に他の地区

の子供達も参加できればいい。

・村の祭り等を小・中学校の授業

の時間を使って、見に行ったり

スライド等で見せたりする。

・郷土芸能の後継者育成を強化す

ることが若い人が佐井村を好き

になるきっかけになる。

・各地区の祭りやイベントを村人

全体で参加できるような体制を

整える。特に本村の祭りは村の

学生全員に参加させるようにす

る。

○雇用 ・とにかく雇用の場を増やそう。



村議会９月定例会で認定されました。

などが、どのくらい入りどのように使われ

平成１１年度一般会計の決算は、歳入（村に入ったお金）の総額で５３億５，４８０万

４千円、歳出（村が使ったお金）の総額は５２億９，９６１万７千円で、歳入から歳出

を差し引くと５，５１８万７千円の黒字となりました。

これを前年度と比べると、歳入総額で１７億５，０７５万７千円の増、伸び率４８．６％

増、歳出総額で、１７億３，２２８万６千円の増、伸び率４８．６％増となり、歳入歳出と

も大幅に伸びています。主な要因は、「大間原子力発電所に係る協力金」２０億円

が計上されたことによるものです。
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村税の内訳
主な普通建設事業費 （単位：千円）

【補助事業】

交流円滑化推進モデル事業（歌舞伎の館） １０９，２３１

長後漁港漁業集落環境整備事業（集落道） ５６，２１９

福浦漁港漁業集落環境整備事業（集落道） ３７，５３２

並型魚礁設置事業 ２４，６８４

村営住宅整備事業 ３，０９２

【単独事業】

防災行政用無線施設整備事業 １１９，１０７

旧貯木場用地買収事業 ４６，０９４

仏ヶ浦水道改良事業 １８，４６５

有害鳥獣駆除対策事業 １８，０００

ふるさと林道緊急整備事業（黒岩線） ９，３４６

【県営事業負担金】

漁港整備事業（牛滝・磯谷・佐井） ６３，０００

ふるさと林道緊急整備事業（大佐井川添線） ４６，５００



６ ３ 億４，７２７万 ４ 千円

は、このように使われました。

平成１１年度の一般会計・特別会計決算が、

みなさんが納めた税金や国からの交付金

たかをお知らせします。

」
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村 民 一 人 当 た り で は

（３，１５１人 ３月末現在）

納めた税金 ５４，８１５円

使われたお金 １，６８１，８８４円

特 別 会 計

会 計 区 分 歳 人 歳 出

簡易水道事業 ２億７７２万扞円 ２億７７２刑 千円

下 水 道 事 業 １億８，７９３万１千円 １億８，７９３万１千円

国民健康保険事棠 ２億９，４１４万４千円 ２億８，８２０万７千円

老 人 保 健 ３億２，６９８万２千円 ３億球３３万９千円

地域振興券交付事棠 １跼５万６千円 １，９４５万６千円

合 計 １贈３，６２３万７千円１贈４，７６５万７千円

【総額 ５，２９９，６１７千円】



平 成 ↑２年 度 佐 井 村 行 政 改 革 大
づ
綱 実 施 計 画 を 公 表 し ま す

◇平成１２年５月号で「佐井村行政改革大綱」の概要

についてお知らせしましたが、今月号では平成１２年

度の実施計画の概要をお知らせします。

◇実施計画は毎年策定し、「行政改革」を具体的に

進めるための目標を設定します。前年度の目標の達

成状況を確認しながら毎年計画を更新します。

，１ 村単独補助金の整理合理化

各種補助事業について、行政の責任領域、行政

関与の必要性、受益と負担の公平確保、事業効率

効果等を十分吟味して整理合理化を図ります。

また、評価システムの導入について検討します。

２ 民間への業務委託の推進

「佐井村ふるさとフェア」等のイベントの実施

にあたっては、民間の活力 と主体性の高揚を図る

ため、これまでの行政主導から民間主体へと切替
えを推進します。

３ 施策の選択と重点化

佐井村総合計画を早期に策定 匸 計画に基づい

た総合的進行管理を図ります。

４ 使用料及び手数料の見直し

集会施設等の使用料については、管理費用や他

施設とのバランスを考慮し、見直しを検討します。

５ 組織・機構の整理合理化

地方分権の推進、介護保険制度の導入等を考慮

し、適切な時期に機構改革に着手します。

６ 各種審議会等の整理合理化

各種委員会、審議会等の整理合理化について具

体的に検討します。

７ 定員管理の適正化

村職員の定員適正化計画とその進行状況を村民

に公表します。

８ 給与の適正化

（１） ラスパイレス指数（国家公務員との比較数
値）に留意し、給与水準の適正化に努めます。

（２） 職員の給与を広報紙で公表します。

（３） 運転手兼任手当及び勧奨退職の際の県外研
修を廃止します。

９ 人材育成の推進

（１） 人材育成基本方針を策定します。

（２） 地方分権時代に対応で きる政策形成能力・
創造力・法務能力等の向上を図るため、職員

研修を積極的に推進します。

１０ 行政改善委員会の設置

従来からの事務事業の見直しを図るため、第一

線で活躍する係長級以下の若手職員による行政改

善委員会を設置し、実施可能なものから順次改善

を行います。

１１ 行政の情報化の促進

（１） 引き続き業務の電算化を進め、事務処理の
効率化を図ります。

（２） 新たな情報化時代に対応できるよう職員の
研修、インターネットの利用等について調査

研究を行い ます。

１２ 行政サービスの向上

適切な接遇の徹底、縦割主義的な対応の是正等

住民との接点における職員の応接の改善に努めま

す。

（１） 今年度は電話応対、あいさつ運動を重点に
改善に努めます。

（２） 窓口業務は勿論のこと、住民からの要望・
苦情等についても速やかに対応します。

１３ 情報公開の準備

情報公開の実施に向けて文書管理の改善を行い

ます。

１４ 住民への情報提供等

（１） 下水道事業、介護保険制度等重要な行政課
題については、積極的に住民説明会等を行い

ます。

（２） 住民参加の行政を推進するため、重要な事
業の実施計画の策定にあたっては、事前に事

業概要を広報紙により住民にお知らせし、広

く意見を求めます。

（３） こども議会の開催や、議会の休日開催など

広く住民が参加できる環境づくりについて検
討します。

１５ 経費の節減合理化等財政の健全化

財政運営計画に基づき、経費全般について節減

合理化を行い、また自主財源の確保に努めるなど

計画的に財政構造の改善を図ります。

１６ 公共施設の有効活用

に ） 各施設の管理・利用状況の点検を行い、利
用計画の見直しなど既存施設の有効活用を図

るとともに、身体障害者や高齢者に配慮して

できるだけバリアフリーを推進します。

（２） 各施設を長持ちさせるため、長期的な補修
計画を策定します。



青森市を含む陸奥湾沿岸１４市町村では、豊かな恵みをもたらす美しい陸奥湾を次代に

引き継ぎ、いつまでもその恵みを享受していくため、昨年６月に国から認定を受けた

「陸奥湾保全・再生プラン」に基づき、沿岸地域が一体となって陸奥湾の保全・再生に

向けた取り組みを行っています。

本プランを効果的に実施し、陸奥湾全体での環境保全を推進していくためには、沿岸

市町村と地域住民の方々との連携と協働が必要不可欠です。

そこで、行政と住民が一体となった陸奥湾の環境保全への取り組みについて考える

「（仮称）陸奥湾保全・再生フォーラム～きれいな・豊かな陸奥湾を次世代へ～」を開催

します。

フォーラムでは、基調講演のほか、陸奥湾保全・再生に向けて様々な分野で活動をさ

れている団体等や沿岸市町村長が参加しての行政・住民の協働についての公開ディスカッ

ション等を予定しております。

みなさんも一緒に、「自分たちの海を自分たちで守る」ことを考えてみませんか。

１日 時 １１月１５日（水） １３：００～１５：３０

■場 所 青森市文化会館 中会議室（４Ｆ）

■内 容 基調講演、市民団体等と市町村長との公開ディスカッション等

■入 場 料 無料

■申し込み 当日、直接会場へお越しください

■問い合わせ 青森市企画財政部企画調整課 Ｑ０１７－７３４一１１１１

最低賃金周知旬間 １１月２１囗～３０囗

最低賃金改正内容

日 額 ４，７９５円

時間額 ６００円
賃金の大部分が時間によって

定められているもの（時間給者）

今すぐ確認！ 最低賃金

Ｉ 問い合わせ

・青森労働局 労働基準部賃金室 Ｓ０１７－７３４－４１１４

・むつ労働基準監督署 容⑩３１３６

恩給や共済年金の受給者のみなさまへ

国民生活金融公庫では恩給や共済年金をうけてい

らっしゃる方を対象に、年金を担保とする融資を取

り扱っています。

制度の概要は次のとおりです。

■問い合わせ

国民生活金融公庫青森支店恩給係 Ｓ０１７－７２３－２３３１



今年も大好評 じやつぱ汁の無料サービス こちらも大好評 野平大根の無料サービス

南茅部町の新鮮な昆布をそのままに 昆布醤油の販売 こちら倉石村からはもぎたてのりんごを販売

たくさんすくえたかな 金魚すくい 美しいハーモニー 佐井中吹奏楽部ミニコンサード

第④回佐井村ノ



９月１５日（金）、県総合運動公園陸上競技場で第１９回青森県小学生陸上競技記録会が開催されました。

佐井小から２名が参加し、 ６年生の坪谷秀樹君が共通男子８０ｍハードルで大会新記録で優勝しました。

また、共通女子走り高跳びでは、６年生の太田理沙さんが、自らの持つ県記録を更新し、県新・大会新記

録を出しながら、惜しくも、試技の回数により、１イ立と同記録の２位となりました。

○共通男子８０ｍハードル

１位 坪 谷 秀 樹 １３秒２５

（大会新記録）

○共通女子走り高跳び

２位 太 田 理 沙 １ｍ３０ｃｍ

（県小学校新記録・大会新記録）

大会新記録で優勝した坪谷君

県新記録・大会新記録を樹立した太田さん

Ｃ福浦芸ダ能保存会」あおぎん賁受萱

１０月２囗（月）、青森国際ホテルで、青森銀行第８回

「あお ぎん賞」の表彰式が行われました。

この賞は、同行が平成５年に設立し、県内の産業、地域

開発、学術、文化、スポーツなどの振興に貢献しか個

人や団体に贈られている もので、高砂食品（弘前市）、

弘前バッハアンサンブル（弘前市）とともに福浦芸能

保存会が受賞し、副賞として、１００万円が贈られました。

福浦芸能保存会は、出稼ぎによる過疎化が深刻な中

で、地域の伝統文化である福浦の歌舞伎を絶やすこと

なく伝承、次世代への育成にも力を注いでいることが

認められ、今回の受賞に至りました。

今後も、ますますの活躍が期待されます。

万平成１２年度 佐井村小学生お話大会（

平成１２年 １０月４日（水） 佐井小学校体育館

昶 ） 微函 ］

【最優秀賞】

「天の笛」 佐井小３年 中村 海成

【優秀賞】

「干本のかたな」 原田小３年 佐藤 翼

【優良賞】

「パジャマくん」 長後小３年 細間 匠

［垂 ㈲ 頑 ］

【最優秀賞】

「たった一言の大切さ」 佐井小６年 布施 未希

【優秀賞】

「環境と人々」 福浦小６年 田中 美鈴

【優良賞】

「わたしの母」 牛滝小４年 竹内 美里



活 動下年 初 の県 大会優勝の栄冠
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ク Ｏ シ イ 稚 魚 放 丿流 式

十
月
十
三
日
、
佐
井
漁
港

地
内
で
、
佐
井
地
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谷

地
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漁
業
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十
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放
流
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こ
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か
し
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は
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り
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念
そ
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で
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た
。



村で分別収集がスタートしてから５ヶ月が過ぎようとしています。日頃から、住民のみ

なさんには資源ごみを分別して出してもらっていますが、ときには誤って出している場合

も見受けられますので、いま一度、確認してみましょう。

○ペットボトルを出すときの注意点

収集の対象はあくまでも右のマークのついた飲料、酒、しょう

ゆ等のペットボトルに隕ります。ビニール系のボトルなどは特に

間違いやすいので、必ずマークを確認してください。

また、フタをはずして、中をサッと洗ってから出してください。

フタはペットボトルとは材質が違います。水洗いは異物を取り除

くほか、リサイクルの品質向上のため、ぜひ行ってください。

なお、収集かごに入れるときはビニール袋等に入れる必要はありません。これは、ビ

ンヤカンを収集かごに入れる場合も同様です。

※間違った分別、間違った出し方などを見たときは、ご近所同士で教えあったりして、
住民全体で改善していきましょう。

住民のみなさん、今後とも分別収集にご理解のうえ、ご協力ください。

みんなできれいな住み良い村に！ゴミのポイ捨てはやめましょう

９月３０日（土）、アルザス周辺を中心に、

大回高校の職員と生徒が清掃作業を行いま

した。

今回、道徳教育体験推進事業として、大

間高校全体で取り組んだもので、佐井村を

はじめ、大間町、風間浦村でも同時に行わ

れています。

ゴミを拾った後も、きちんと分別してゴ
ミを出してくれました。

大間高校の職員と生徒のみなさん、ご苦

労様でした。

佐井村を訪れた人たちが気持ちよく過ごせるよう、ゴミのポイ捨てをしないように心

がけましょう。



保健砕心籾

８０歳まで２０本の

健康な歯を

村
で
は
、
幼
児
の
一
人
当
た
り

の
む
し
歯
の
数
が
多
く
、
平
成
九

年
度
か
ら
『
む
し
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防
対
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に
力
を
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れ
て
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取
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と
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と

歯
ぐ
き
を
き
ち
ん
と
ヶ
ア
す
れ
ば

年
を
と
っ
て
も
自
分
の
歯
を
保
て

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
に
食

事
が
あ
り
ま
す
。
食
事
を
楽
し
む

た
め
に
は
、
食
べ
た
い
物
を
自
分

の
歯
で
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

快
適
な
食
生
活
の
た
め
に
は
、
約

二
〇
本
の
歯
が
あ
れ
ば
食
品
を
か

み
く
だ
く
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
「
八
〇
二
〇

運
動
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
老
年
期
に
隕
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
な

か
の
中
に
い
る
時
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

昔
か
ら
、
抜
け
た
乳
歯
を
縁
の

下
に
投
げ
こ
ん
だ
り
、
屋
根
裏
に

置
く
と
、
そ
の
子
ど
も
の
永
久
歯

が
き
れ
い
で
立
派
な
歯
に
生
え
変

わ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
大
黒
柱
も
か
じ
り
倒
す
ほ
ど

強
い
ネ
ズ
ミ
の
歯
に
、
子
ど
も
の

成
長
へ
の
願
い
を
こ
め
て
い
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
ん
な

気
持
ち
で
、
も
っ
と
歯
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

歯周疾患検診の様子，

▲１０月１２日の福浦地区での実

施風景です。診察だけでなく、

歯や口に関する相談も行って

います。１１月の両佐井地区の

検診でも実施しますのでみな

さんご利用ください。

こ こ で 問 題 １！ノどれが正い １ヽ：ＳＬ・ようか？

１ ゾ最も寿命の長い歯は

①下あごの前歯
②下あごの奥歯
③上あごの前歯

で約６３年です

レ２ゲ自分の歯が
①１０本
②１５本
③２０本

以上あれば何でもよくかんでおいしく食べられます

３；ｓｏ歳で歯が２０本以上ある人は約
①１割
②２割
③３割

ほどです

４］ｊ歯ブラシは
①１か月
②３か月
③３年半

に１度は取り替えましょう

答え け）① （２）③ （３）① （４）①

む
し
歯

ゼ
ロ

で

二
コ
ニ
コ
笑
顔

岩清水 翔平くん（古佐井）

ちよつと □．
提供 食生活改善推進員

鮭と野菜の牛乳煮 住 従

材 匝・（ ４人 分 ）

鮭…………………………………………２切れ
じゃがいも…………………………………Ｊｉ猖
だいこん …………………………………２００ｇ

にんじん …………………………………
１
本

生しいたけ…………………………………４枚
ねぎ…………………………………………１本
木綿豆腐……………………………………１丁

こんにゃく ………………………………－
と
枚

だし汁…………………………………カップ２
みそ ……………………………大さじ３

＠［牛乳 ……………………………カップ３
七味とうがらし ……………………適宜

作 り 方

①材料は適宜厚切りにする。だいこん

は下茹でする。

②①の鮭とこんにゃくは湯通しする。

③鍋にだし汁を入れ、①・②を火の通

りにくい順に煮る。

④③に⑥を加え、味をととのえる。



起き上がりの介助② ベッドからイスヘの移動

腰 を 抱 え た ま ま

９０度 方 向 を 変 え る

∧ベッ下 から立ち上がる動作を考 えて みま七 よう
○・

■
■

まず座って 床に足 をつけ √少 し後ろ に引 きます。次 に上半身 を前 に出

七七頭を足よ∧り前 に出 します。そこ でお しりｊを上げて立ち上が ります。

ごこの動 きノをつ くるご とを介助す ると、お互い に楽 に移動で きます。

①上半身を起き上がらせる＜前号参照〉。

②片手で肩を支え、もう片方の手でお年寄りのひざを抱えて、
介護者の身体を半回転させてベッドに腰かけさせる。

③足が床につくように 体を前に出す。

④お年寄りの両足の間に、介護者の片足を入れ、もう片方の足はイス側に出す。

⑤お年寄りの両手を介護者の肩にかけさせ、介護者は両手をわきの下から
入れて腰の辺りでしっかり指を組み合わせて腰を支える。

⑥介護者は自分の体重を後ろにずらすようにして、お年寄りの上半身を前に倒す。

⑦介護者はお年寄りの足の間に入

れたほうの足のひざを、お年寄
りのひざと合わせ、ひざを押す

ようにすると、自然と立てる。

⑧お年寄りが立ったら、腰
を少し手前に引くと、し
っかり立てる。

⑨介護者はお年寄りの腰を
し っ かり 抱え たま ま、
９０度回転してイスのほ

うに向かせる。

⑩介護者はお年寄りの
腰を抱えたまま、一

緒に体重を落として
座らせる。

⑥もし腰のかけ方が浅いようなら、介護者は後ろに回り、お年寄りのわきの下から両手を入
れて、お年寄りの体の前で交差させた腕をつかみ、手前に引き上げるとしっかり座れる。

①

介護者は両ひざでお年寄りの両ひざを前方からは

さむようにして支え、両手で左右の腰を自分のほ

うに寄せる。
－

（ｎ）

介護者は立ち上がって、お年寄りをまっすぐに立

たせる
Ｏ

（ｍ）

お年寄りの腰を抱えたまま、９０度方向を変えるＯ

胖 ）

イスに腰をおろすときは、介護者も腰を低くするＯ



交母だよ卜り

万佐 井 杜

交通安全母の会｜

十
月
十
二
囗
、
青
森
県
交
通
安

全
対
策
室
、
青
森
県
土
木
部
道
路

維
持
課
、
む
つ
土
木
事
務
所
道
路

管
理
係
と
村
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

今
年
、
道
路
改
善
の
要
望
を
し
た

村
内
四
ヶ
所
の
交
通
診

断
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

要

望

１

中
道
地
区
の
一
部
区
間
が
防

雪
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
吹
き
だ
ま
り
等
に
よ
り
冬

期
間
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
。

県
の
回
答
）
地
権
者
の
了
解
を

得
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要

望

２

矢
越
地
区
の
一
部
区
間
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
事
故
に
よ
り
車
が
民

家
に
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
。

県
の
回
答
）
十
二
年
度
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
と
排
水
工
の
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
で
既
に
発
注
済

み
。

要

望

３

大
佐
井
橋
の
歩
道
部
分
が
、

海
か
ら
吹
き
つ
け
る
風
に
よ
り

児
童
生
徒
が
通
学
に
苦
慮
し
て

い
る
の
で
、
防
風
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

県
の
回
答
）
現
在
、
防
風
フ
ェ

ン
ス
設
置
に
関
す
る
業
務
を
業

者
に
委
託
中
。
設
置
に
つ
い
て

は
十
三
年
度
の
方
向
で
検
討
し

た
い
。

要

望

４

古
佐
井
橋
歩
道
橋
が
、
海
か

ら
吹
き
つ
け
る
風
に
よ
り
児
童

生
徒
が
通
学
に
苦
慮
し
て
い
る

の
で
、
防
風
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

県
の
回
答
）
橋
の
構
造
上
、
防

風
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
よ
り
、
そ

の
負
荷
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
抜
本
的
な
改
修
が

必
要
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

シートベルト着用率

１００％を目指して！

乗ったらカチツ！

ただいまの着用率

（１０月１日現在）

着用率 ９１．８９％

順位 １５位

日が暮れるのが早くなりました。

反射ベルトを身に着けて、交通事故から我が身を守りましょう！
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平成１２年地域安全青森県民大会
～みんなでつくろう安心の街～

１０月１２囗（木）、弘前市文化会館ホールで「平成１２年地域安全県民大会」が開催

されました。

防犯関係者約５００名が参加したこの式では、まず主催者を代表して、高橋美佐

男県警本部長が「最近は犯罪などで治安が悪化しており、安心、安全に暮らした

いという地域の期待は高まっている］とあいさつを述べました。

続いて、地域安全功労者の表彰が行われ、佐井村からも、大間地区防犯指導隊佐

井支隊長中村喜一さんと隊員菊池春美さんが、また、大間地区連合防犯協会佐井

支部も防犯功労団体として表彰されました。

最後に、佐々木弘文 一藤崎町長が大会宣言を読み上げ、参加者たちは地域安全

活動の推進を誓い ました。

銅 章

大間地区防犯指導隊

佐井支隊長 中村喜一

青森県警察本部長
社戝圸哨 鵬 鼬 合会長

連名表彰

大間地区防犯指導隊

佐井支隊員 菊池春美

．狩 ．猟 ．事．故．注 ．意．
今年も狩猟シーズンとなり本県においてはカモ

類はｎ月１囗から、その他の狩猟鳥獣については

１１月１５日から狩猟が解禁となります。

しかし、全国的に狩猟による事故や違反が絶え

ず、死者や負傷者が出ています。

これらの事故原因は、

・斜面で転倒した際の暴発

・発射方向の安全不確認

・獲物と間違っての誤射

などとなっています。

今一度、基本事項を確認してください。

汕岳遭難救助訓練実施
１０月６日（金）、大間地区山岳遭難防止対策協議

会主催による山岳遭難救助訓練が佐井村で開催さ

れました。

訓練には、警察、消防、下北森林管理署、各町

村役場関係者、消防団員の方々が多数参加し、消

防署員による応急処置、搬送訓練も合わせて行わ

れ、真剣に取り組んでいました。

みなさんも、遭難にあわないよう、十分に気を

つけましょう。

トワイライト・セーフティ作戦実施中

１０月１０日から１１月３０日まで

１０月以降の死亡事故の発生が日没から午後８時

前後の間に集中するため、期間中街頭指導や警戒

を強化して事故防止に努めます。
匹 杤 瓦 爾

★ライトを早めに点灯
衽 縦 組

★左右の安全を確認してから横断
［躾 丞 画 ≠］

★夜間外出する時は反射材を身につける

ことを心がけてください。

青 森 県 警 察 ホ ー ム ペ ー ジ が

卜 卜 開 設 さ れ ま し た

● パ ソ コン 用

＼ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｏＩｉｃｅ．ｐｒｅｆ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ／

● ｉ モ ード 用

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｏＩｉｃｅ．ｐｒｅｆ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ／ｉ／



お ノ知 ら せ

コ ＼宀 トナエノー

母子家庭の方々のために
＜児童扶養手当＞

■給付対象

何らかの理由により、父と生計を同じくしていない児童を養育している場合、

または父が心身の障害のある場合に、その児童を養育している母（または養育

者）に対して支給されます。なお、手当の支給は１８歳に達した年度末まで支給

の対象となります。

ただし、児童が施設に入ったり、母（または養育者）もしくは児童が国民年

金（老齢福祉年金を除Ｏ 、厚生年金、恩給などの公的年金を受けているとき、

または児童が年金の加算対象になっているときは支給されません。

■手当額（平成１２年４月現在）

○手当の全額を受給できる場合の手当月額

・児童一人 ４２，３７０円

・児童二人 ４７，３７０円

○手当の一部を受給できる場合の手当月額

・児童一人 ２８，３５０円

・児童二人 ３３，３５０円

迩以下、児童数が一人増すごとに、３，０００円を加算します。（所得制限があります）

＜特別児童扶養手当＞

■給付対象

心身に障害のある２０歳未満の児童を監護する父または母、もしくは養育者に

対して支給されます。

ただし、対象児童が施設などに入所している場合

は支給されません。

■手当額（平成１２年４月現在）

○障害が、身体障害者手帳一級・二級、愛護手帳Ａ

程度の場合

・手当月額 ５１，５５０円

○障害が、身体障害者手帳三級程度の場合

・手当月額 ３４，３３０円

（所得制限があります）

Ｉ 問い合わせ 役場住民福祉課福祉係 容⑩２１１１

国民年金制度推進月間と年金週間

日本人の平均寿命は伸び続け、世界一の座を保ち続けて

います。

人生８０年といわれる現代、長い老後を豊かに暮らすため

には、国民年金などの公的年金が欠かせません。

若い世代の人は、「年金」 と聞いても自分のこととして

考えにくいかもしれません。

しかし、［老後］ は、誰にでも必ず訪れます。また、病

気や不慮の事故などで、いつ働けなくなるかわかりません。

そんなときにみなさんの生活を支えるのが国民年金です。

国民年金の保険料には社会保険控除、受け取る年金には、

公的年金控除が適用されます。また、自動物価スライド制

により年金の実質的価値が変わりません。

青森社会保険事務局と佐井村では、１１月を国民年金制度

推進月間と定め、村民のみなさんに国民年金制度について

一層の理解を深めていただくために、各種広報活動を行い

ます。

また、月間のうち６囗から１２日までを特に年金週間とし、

公的資金制度全般の周知に努め、加入や保険料の納付を呼

びかけることにしています。

「育児‐介護休業サボ―ト資金」、「離職者サボ ―ト資金」

１．育児 一介護休業サポート資金

県内に住所のある方で育児または介護休業を取得した

方に低利で融資する制度（融資額 １，０００，０００円まで）

２．離職者サポート資金

県内に住所のある方で事業主等の都合で離職した方に

低利で融資する制度（融資額 ５００，０００円まで）

Ｉ 問い合わせ 青森県庁労政課 Ｑ０１７―７３４―９３９８

海 上 自 衛 隊 大 湊 音 楽 隊

、………第１２回 フ フ、、ミ Ｉリニ（コ ン サ フ ト 、

●日 時 １２月１３日（水）午後６時３０分～午後８時３０分

●場 所 下北文化会館大ホール

●申込方法 往復ハガキに住所、氏名、年齢、電話番号を明記

して、お申し込みくださいｏ なお、往復ハガキは、

一枚でご家族、友人５名までですので、住所は代表

者、氏名及び年齢は人数分記入してください。

●締め切り １１月２９日（水） 当日消印有効

●問い合わせ 〒 ０３５－００９３ むつ市大湊町４－１

海上自衛隊大湊地方総監部広報係 ａ ⑩１６４０

一 ご ～
まる い ち

ＳＳ２９６６
气 怨 言 尸

樋口写真館

Ｈ＠２５００
゛ な燹 譫 歸ｌ

さい か彩 菓∂

ａ⑩２０９４
几 昌三背戸

なないち まる
７ １ ０

昔⑩２０５５
コンビニエンスストア

朝７：００～夜１０：００

か なざ わ
ｓ⑩２６‘１５
几詰万綴言７



平 成 １３ 年 度 保 育 所 児 童 募 集

佐井村保育所では、平成１３年度の保育所入所児

童を募集します。

保育所は児童の保護者、特に母親が次の理由で

家庭内において保育が十分にできない場合、保護

者に代わって保育する施設です。

○家庭外就労

母親が家庭外の仕事が主なため、家庭内での保

育ができない。

○家庭内就労

母親が内職など、家事以外の仕事が主なため、

十分な家庭での保育ができない。

○母親が出産・病気

母親が出産の前後であったり、病気などのため、

十分な家庭内での保育ができない。

○病人の看護

家庭内に病人がいて母親が看護にあたっており、

十分な家庭内での保育ができない。

■受付期間

平成１２年１１月１ 囗（水）から平成１２年１１月３０日

（木）まで

■受付場所

・役場住民福祉課

・佐井村保育所

※「保育所入所申込書」は、受付場所 に用意して

あります。

なお、現在入所中の方で小学校就学始期に達す

るまで入所を希望された方は、入所申込書は必要

ありませんが、就労証明書、家庭状況調査が必要

となります。１１月上旬に役場から郵送しますので、

必ず期間内に提出してください。

■問い合わせ

役場住民福祉課住民係 ａ ⑩２１１１

パートタイム雇用管理改善セミナー

１ 日 時 １１月１６囗（木） 午後１時３０分～
・ 会 場 ホテル青森 ３階「あすなろの間」

青森市堤町１丁目１－２３

１ 内 容

①講演

「パートタイマーの能力発揮と待遇問題」

福島大学行政社会学部 教授 今野順夫

②短時間労働者雇用管理改善事業所好事例発表

図説明

・「改正パートタイム労働指針」について

青森労働局雇用均等室

・ レぐヽ一トタイム助成金制度」の活用について

（財）２１世紀職業財団青森事務所
・ 対象人員 １２０人

・ 参 加 料 無料

・ 問い合わせ

（財）２１世紀職業財団青森事務所

青森市中央１－２５－３ 青森共栄火災ビル４Ｆ

ＴＥＬ：０１７－７７６－２０２８ ＦＡＸ：０１７－７７６－２０２５

国立宮古海員学校生徒募集（平成１３年度）

１。概 要 修業年限３年間の船員教育機関
２．募集人員 本科生 約４０名
３．受験資格
①平成１３年４月１囗において、満１５歳以上満１９歳未
満の男女
②中学校卒業者（見込みのものを含む）
４．募集日程

５．試験科目

【一般入試】筆記試験（国語、数学、英語）、面接

【推薦入試】作文、面接、書類審査

６．問い合わせ 干 ０２７－００２４ 岩手県宮古市磯鶏２丁

目５番１０号 宮古海員学校 教務課

ＴＥＬ ：０１９３－６２－５３１６ ＦＡＸ ：０１９３－６２－２３４０

ホームページ：ｈｔｔｐ：／ｙｗｗｗ．ｍａｅ．ｎｅ．ｊＰ／～ｍｉｙａｋａｉ

Ｅ－ｍａｉｌ：ｍｉｙａｋａｉ＠ｒｎａｃ．ｎｅ．ｊｐ

国民健康保険税（第３期）

納 期 は

１１月 ３０ 日 （ 木 ）で す

忘れずに納入しましょう！

担当：役場財政課 昔⑩２１１１

む つ 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

■平成１２年度年末調整説明会

１１月２７［］（月） １４：００～
・ 平成１２年度青色申告決算説明会

１２月８日（金） １０：００～ 営庶業所得者

１３：３０～ 漁業所得者

ともに大間町総合開発センター

※関係書類は説明会場で配布します



下北のイベントご案内
大 間 町

大 間 町 特 産 品 即 売 展

１１月４日（土）・５日（日）

大間町農林畜産課ａ⑤２１１１

脇 野 沢 村
わきのさわ かさまいまつり
１１月５日（日）
脇野沢村振興課昔③２１１１

出かけてみませんか

満一歳おめでとう．ゲ

和 田 康 志くん

（覚・さとみ）古佐井

下斗米 初佳ちゃん

（学一幸子）中 道

蔗 成Ｊ／２年 度 青 森 県 農 林 水 産＝一回祭
＝。＝。。

１ 日 時 １１月９囗（木）～１４日（火）

・ 会 場 青森市アスパムほか

■主な催事

○あおもりの農林水産業啓発展

【アスパム】９日（木）～１２日（日）

農林水産業の魅力をパネル展示やクイズ・ゲームなどで紹介

○くらしと米まつり

【アスパム】９日（木）～１２日（日）

県内加エ グループによる米加工品の試食・販売、お米にまつわる

郷土芸能を上演

○ふるさと自慢特産展

【松木屋デパート】９日（木）～１４日（火）

県内６７市町村の自慢の農林水産物・加工食品などの販売

ＯＪＡふるさと市

【農協会館】１１日（土）・１２日（日）

ＪＡグループによる新鮮な農産物や加工品の販売

・ 問い合わせ

青森県農林部農政課 Ｑ０１７－７３４－９４５７

戸籍の窓口
１０月１５日現在

○ご結婚おめでとう

｜ 山 囗 大 輔 大佐井

佐 藤 沙 織 岩手県

○おくやみ申し上げます

磯 谷 勘 三 （ゑ こ） 大佐井

若 山 友 衛 （ち よ） 古佐井

田 中 勝之助 （明 正） 福 浦

福 島 い そ （虎 雄） 古佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味

で、掲載して欲しくない方は、届出の

際、係に申し出てください。

佐井村の人口
９月３０日現在

詳しくは、お問い合わせください。
本社 〒０３５－００４１
青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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